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六
、
ま
と
め

一
、
は
じ
め
に

(1) 

片
仮
名
の
字
体
に
は
歴
史
的
変
遷
が
見
ら
れ
、
書
写
さ
れ
た
時
代
を
特
定
す
る
た
め
の
指
標
と
な
る
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
と
同
じ
よ
う
に
漢
字
の
字
体
に
も
書
写
さ
れ
た
時
代
に
よ
り
一
定
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ

(
2
)
 

全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
仮
名
に
比
べ
て
漢
字
は
字
の
種
類
が
多
い
た
め
、
全
体
像
を
と
ら
え
る
の
が
困
難
で
あ
る
た

め
従と
来思
のわ
漢れ
字る
字三。
体
の
功之
タι

遷

関
す
る
研
究
は



一
資
料
内
の
全
て
の
漢
字
を
対
象
と
し
て
、
漢
字
字
体
の
実
態
と
特
徴
を
記
述
す
る
。

2
、
複
数
の
資
料
に
お
い
て
、
対
象
と
す
る
漢
字
を
し
ぼ
り
、
書
写
年
次
や
資
料
の
性
格
の
違
い
に
よ
る
漢
字
字
体
の
特
徴
を
記
述
す
る
。

と
い
う
二
方
向
を
軸
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
な
ぜ
漢
字
字
体
に
変
化
が
起
こ
っ
た
の
か
、
中
国
の
漢
字
と
日
本
の
漢
字
と
の
関
係
は

ど
う
な
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

1 本
稿
で
は
、
鎌
倉
初
期
書
写
の
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
」
と
江
戸
中
期
書
写
の
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
見
出
し
漢
字
の
字
体
に
ど

の
よ
う
な
差
異
が
見
ら
れ
る
か
、
そ
の
様
相
を
調
べ
、
書
写
年
次
の
違
い
に
よ
る
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

二
、
方

法

次
の
方
法
に
従
っ
て
、
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ー
、
鎌
倉
初
期
書
写
の
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
」
と
江
戸
中
期
書
写
の
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
」
と
の
対
応
す
る
箇
所
に
見
出
し
漢
字
と

し
て
記
載
さ
れ
た
漢
字
を
用
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
(
た
だ
し
、
一
方
の
資
料
の
対
応
箇
所
に
漢
字
が
存
在
し
な
い
場
合
、
汚
れ
な
ど
に
よ
り
字
体

を
判
別
し
が
た
い
場
合
は
除
く
。
ま
た
、
二
本
の
字
体
に
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
除
く
。
尚
、
今
回
は
「
伊
部
」
に
属
す

る
漢
字
の
み
を
対
象
と
し
た
)
。

『
色
葉
字
類
抄
』
を
対
象
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
国
語
辞
書
で
あ
る
と
い
う
性
格
上
、
比
較
的
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
ま

た
、
あ
ら
ゆ
る
漢
字
の
種
類
を
網
羅
し
て
い
る
た
め
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
書
写
年
次
の
異
な
る
二
本
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、
書
写
年

次
の
違
い
に
よ
る
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
上
で
資
料
価
値
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

2
、
二
本
の
対
応
箇
所
の
漢
字
字
体
を
比
較
し
、
字
体
が
一
致
し
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
も
の
を
選
び
出
し
、
字
体
の
差
異
の
特
徴
を

記
述
す
る
。
こ
の
と
き
、
以
下
の
分
類
項
目
を
設
定
し
た
。

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
「
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

九
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(
1
)
画
数
が
変
わ
る
も
の

B 

画
数
が
増
え
る
も
の

画
数
が
減
る
も
の

A 
(
2
)
画
数
が
変
わ
ら
な
い
も
の

点
画
の
向
き
・
角
度
・
位
置
だ
け
変
わ
る
も
の

画
の
長
さ
だ
け
変
わ
る
も
の

C D 

そ
の
他

3
、
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴
を
、
院
政
期
書
写
の
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
『
蒙
求
」
と
江
戸
後

期
書
写
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
『
蒙
求
』
と
を
比
較
し
た
際
に
認
め
ら
れ
た
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴
と
比
較
し
て
、
『
色
葉
字
類
抄
』
と
『
蒙

求
」
と
に
共
通
す
る
漢
字
字
体
の
特
徴
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ
る
。

E 

三
、
資

料

こ
こ
で
は
、
本
稿
で
対
象
と
し
た
文
献
資
料
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。

I
、
『
色
葉
字
類
抄
」
に
つ
い
て

①
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
」

『
色
葉
字
類
抄
」
は
橘
忠
兼
編
の
イ
ロ
ハ
引
き
の
国
語
辞
書
で
あ
る
。
末
尾
の
践
文
に
「
内
膳
典
膳
橘
忠
兼
」
と
あ
り
、
編
者
は
宮

内
庁
の
主
上
の
食
事
の
こ
と
を
掌
る
従
七
位
下
に
位
置
す
る
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
前
田
本
は
中
巻
お
よ
び
下
巻
の
一
部

が
欠
け
て
い
る
。
下
巻
巻
末
の
政
文
の
上
欄
に
本
文
と
同
筆
で
、
天
養
か
ら
養
和
ま
で
(
一
一
四
四

1
二
八
二
)
の
年
号
と
そ
の
年

数
を
記
し
て
い
る
の
で
、
一
一
八
二
年
以
降
に
書
写
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
見
出
し
漢
字
に
は
朱
筆
で
、
声
点
、
鈎
点
を
丁
寧



に
付
し
て
い
る
。
見
出
し
漢
字
に
付
さ
れ
た
注
記
の
中
に
は
漢
字
字
体
に
関
す
る
も
の
も
あ
り
、
正
字
・
俗
字
に
関
す
る
も
の
、
異

同
に
関
す
る
も
の
、
典
拠
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
存
す
る
。
書
体
は
指
書
中
心
で
書
か
れ
て
い
る
が
行
書
も
交
じ
る
。

②
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
」

江
戸
時
代
中
期
の
書
写
で
あ
る
。
上
巻
巻
頭
に
弘
化
三
年
二
八
四
六
)
に
黒
川
春
村
の
書
写
し
た
文
章
が
付
し
て
あ
る
。
ま
た
、

表
紙
一
哀
の
付
筆
に
は
永
禄
八
年
こ
五
六
五
)
書
写
の
尊
経
閣
文
庫
蔵
二
巻
本
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
下
巻
巻
末
に
は

天
文
元
年
ご
五
三
二
)
書
写
の
花
山
院
本
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
黒
川
本
は
、
前
田
本
の
摩
滅
し
た
箇
所
を
そ
の
ま
ま
写
し
て

い
る
こ
と
、
下
巻
の
政
文
の
中
に
前
田
本
の
誤
写
の
ま
ま
辞
書
の
本
文
中
に
あ
る
べ
き
字
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

前
田
本
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
片
仮
名
の
誤
写
の
状
況
な
ど
か
ら
、
黒
川
本
の
直
接
の
親
本
は
前

田
本
で
は
な
く
、
聞
に
別
の
写
本
を
経
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
田
本
に
あ
る
戸
点
や
鈎
点
は
書
き
写
し
て
い
な
い
箇
所
も

あ
る
。
片
仮
名
の
注
記
に
関
し
て
も
、
漢
字
に
関
し
て
も
多
数
の
誤
写
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
細
字
に
よ
っ
て
校
異
が
記
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。
前
田
本
と
は
行
数
や
一
行
の
字
数
は
異
な
る
。
漢
字
に
字
の
大
き
さ
や
書
き
癖
の
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
複

数
の
書
写
者
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
体
は
桔
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

(5) 

2
、
「
蒙
求
」
に
つ
い
て

①
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
「
蒙
求
」

『
曲
家
求
』
は
唐
代
の
李
揃
が
八
世
紀
半
ば
噴
ま
で
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
中
国
の
有
名
な
人
物
の
逸
話
を
四
字
一
句
の
韻

文
に
ま
と
め
た
も
の
で
五
九
六
句
か
ら
成
る
。
日
本
に
は
九
世
紀
後
半
に
は
伝
来
し
、
幼
学
書
と
し
て
流
布
し
た
。
国
立
故
宮
博
物

院
蔵
本
は
書
写
年
次
、
書
写
者
は
不
明
だ
が
、
ヲ
コ
ト
点
や
字
音
を
記
し
た
片
仮
名
字
体
に
よ
り
、
院
政
期
の
書
写
と
言
わ
れ
る
。

回
目
頭
部
に
「
踊
家
/
蔵
書
」
の
朱
印
が
あ
り
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
、
宿
禰
で
あ
る
小
槻
家
に
伝
来
し
た

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
「
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

三
九
五
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一
旬
か
ら
三

O
二
句
ま
で
の
零
本
で
あ
る
。
書
体
は
棺
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
『
曲
家
求
』

寛
政
六
年
こ
七
九
四
)
に
法
眼
謙
宜
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
謙
宜
は
伊
達
家
に
仕
え
た
連
歌
師
、
猪
苗
代
謙
宜
で
あ
る
。
奥

書
に
「
左
大
史
小
槻
敬
義
朝
臣
家
本
所
書
写
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
行
数
、
字
配
り
は
一
致
し
、
虫
損
箇
所
も
丁
寧
に
写
し
取
っ
て
い
る
。
戸
点
は
写
し
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
、
人
名
に
引
か

れ
る
朱
書
き
の
線
も
書
き
写
さ
れ
て
い
な
い
。
書
体
は
棺
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
と
が
分
か
る
。

回
、
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴

『
色
葉
字
類
抄
』
伊
部
の
見
出
し
語
の
漢
字
字
体
を
調
査
し
た
結
果
、
全
用
例
字
数
一
六
九
六
字
の
う
ち
、
七
八
六
字
(
必
・

3
%
)
に
つ

い
て
前
田
本
と
黒
川
本
の
漢
字
字
体
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
差
異
の
特
徴
を
五
項
目
に
分
類
し
た
。
各
々
の
分

類
項
目
に
属
す
る
用
例
字
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
1
)
画
数
が
変
わ
る
も
の

A 

画
数
が
増
え
る
も
の

四三
ー一 /、
組組

14 35 

8 2 
% % 

画
数
が
減
る
も
の

(
2
)
画
数
が
変
わ
ら
な
い
も
の

B C 

:
:
:
:
:
:
:
:
二
七

O
組
(
お
・

2
%
)

:
:
一
八
一
組
(
日
・

9
%
)

:
二
八
組

(
2
・
9
%
)

九
五
六
組

点
画
の
向
き
・
角
度
・
位
置
が
変
わ
る
も
の

D 

画
の
長
さ
が
変
わ
る
も
の

E 

そ
の
他

合
計

例

恵
・
恵
]

例

来
・
来
]

例例

羽
・
羽
]

劣
・
劣
]

例

主
h
p
'

巴
じ
」

ムロ
η
.
ム日
μ
」



※
例
に
挙
げ
た
漢
字
は
上
が
前
田
本
・
下
が
黒
川
本
の
字
体
を
示
す
。
以
下
こ
れ
に
従
う
。
用
例
字
数
よ
り
も
差
異
の
特
徴
の
組
数

の
方
が
多
い
の
は
、
二
子
に
つ
い
て
、
二
つ
以
上
の
差
異
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、

2
号

'E

字
に
は

(-ζ

↓
疋
)
(
山
↓
向
)
と
い
う
こ
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

以
下
に
分
類
項
目
ご
と
の
具
体
例
の
一
部
を
示
す
。

[表
1
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A 
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(
注
)
用
例
は
、
各
々
上
字
が
前
田
本
、
下
字
が
黒
川
本
で
あ
り
、
上
が
前
田
本
の
所
在
、
下

が
黒
川
本
の
所
在
を
示
す
。
以
下
こ
れ
に
従
う
。
な
お
、
用
例
字
は
、
具
体
的
な
字
の

形
を
客
観
的
に
示
す
た
め
、
影
印
本
の
写
し
を
使
用
し
て
い
る
。

前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
「
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

九
七
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3争お
驚4毒V方事J 

設 ":h 
?争 1布 鞄 ロ出

II??7 6 11オf lrgoIゥi7 オオ6 
17 H 6;1-2 

1手 時 話基
~;{ 

声z 侍 fr，fJ 見島
~.z 

6ウ3 2オ3 nヲ61 
6オl 2才l /0ウ

キ客 義品 毛五 F会 長|

将 通 初 活
，Lq] ， 、

3 オウI 4 5才3 2ウ6 43f才gl 170 オウ7 l 
3;f2 :t5 Zウ3

品9j1芯手之、2車九I
l冠手怠 ぇ

オ311J1jJj. I 7才21t;'1tJ 11'1ウ3
43ウ2I 9才455ウ6157211/ウ61

分
類
項
目
の
う
ち
最
も
用
例
字
数
が
多
い
の
が
「
A

画
数
が
増
え
る
も
の
」
で
あ
り
、
三
三
六
組
の
用
例
が
存
し
、
全
体
の
お
・

2
%

を
占
め
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
草
冠
の
形
が
三
画
か
ら
四
画
に
変
わ
る
も
の
(
件
↓
仲
)
、
立
心
偏
の
形
が
二
画
か
ら
三
画
に
変
わ
る
も
の
(
十

↓

f)、
門
構
の
形
が
二
画
か
ら
八
画
に
変
わ
る
の

η↓
門
)
、
虫
偏
の
形
が
五
画
か
ら
六
画
に
変
わ
る
も
の
(
生
↓
buu
、
雨
冠
の
形
が
六
固

か
ら
八
画
に
変
わ
る
も
の
(
府
↓
号
、
金
偏
の
形
が
七
画
か
ら
八
回
に
変
わ
る
も
の
(
宮
↓
£
、
弓
偏
の
形
が
二
固
か
ら
三
画
に
変
わ
る
も

の

(
7
↓
ヲ
)
、
糸
偏
の
形
が
三
画
か
ら
六
画
に
変
わ
る
も
の

t/
言
↓

方
偏
の
形
が
三
画
か
ら
四
画
に
変
わ
る
も
句
人

)
、
足
偏
の
形
が
五
画
か
ら
七
画
に
変
わ
る
わ
め

(Zψ

)
の
よ
う
に
、
部
首
と
成
り
得
る
形
に
関
し
て
同
じ
種
類
の
部
首
だ
と
分
か
る
範
囲
内

で
黒
川
本
の
方
が
よ
り
丁
寧
に
点
画
を
省
略
す
る
事
な
く
書
き
写
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
田
本
が
行
書
で
書
か
れ
、
黒
川
本
が
棺
書

で
書
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
草
冠
、
立
心
偏
、
門
構
、
虫
偏
、
雨
冠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
首
に
属
す
る
ほ

) 、

才

ぽ
す
べ
て
の
漢
字
が
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
手
編
が
木
偏
に
変
わ
る
も
の
小
才
↓
オ
)
、
立
心
偏
が
土
偏
に
変
わ
る
も
の
(
↑
↓
生
)
、
示
偏
が
衣
偏
に
変
わ
る
も
の
小
平
↓
ネ
)
、

の
よ
う
に
部
首
が
別
の
部
首
に
変
え
て
書
か
れ
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
常
用
漢
字
(
新
字
体
)
と
旧
字
体
の
関
係
に
あ
り
、
(
恵
↓
恵
)
の
よ
う

に
黒
川
本
の
方
が
旧
字
体
を
使
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。
中
に
は
明
ら
か
に
意
味
の
異
な
る
別
字
に
誤
写
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
細
字
で



傍
ら
に
小
さ
く
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
す
る
。
(
地
↓
泣
《
逝
玖
》
)
こ
の
よ
う
に
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
例
は
伊
部
に
お
い
て
全
部

で
口
例
認
め
ら
れ
た
。

[表
2
]

B 

百
数
が
減
る
も
の

被ZA. i与産 本 翁 る 受
参 Z宇 オミ 拍 ~ 

"五，乙ι 

2 ウウ4 6ウ5?6 ZZ 才才q Z 
11/ウ5 4才7 11/オl 守ウ5

2'72 5'73 /1ウE 3'J5 11;干6 Eオ3

江主 手む す~!;..
総点.~ 記ム 急 幸乏

i主と 手ι1すL ι 7も手自え
10オ7 10才2 6ウ千 q才32 12オ5 45 才才4 6 6 才オ7 
Eウ3 E才7 5ウ2 '1ウ /0オ3 5;f6 

fた tti-ぬ募あ 長じ成
存 言益ふ 兎 雪ι民 Fえ
10ウ才6 6 f才7 I1 30 オウ6 5 13オ43 43 ウウ4E A 1215 
8'72 オZ 10ヲ 10:t3 

致:i司 毛主 受万キ".， 境匙事
4活¥t

fえ j孟 業 世

10;H lg O才4 /Jj.ウ5 10 オオ3 ~ ウウ4 ザ
10 オウ7 

gゥ2 ウl 1/ウE 8-}[7 ?'73 

保私姶ヰ急也 阜

ま江古lゑ|私立
12;tt，! 1 Sウ21 3ウ11 12才211ウ6 ウE1 '1才5

用
例
数
は
一
四
一
組
で
全
体
の

H

・8
%を
占
め
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
支
芳
の
形
が
七
画
か
ら
四
回
に
変
わ
る
も
の
(
史
↓
川
三
、
鼠
部

の
形
が
十
六
画
か
ら
十
一
画
に
変
わ
る
も
の
(
鼠
↓
息
、
臼
部
の
形
が
六
画
か
ら
五
回
に
変
わ
る
も
の
(
臼
↓
旧
)
、
辛
部
の
形
が
八
画
か
ら

七
画
に
変
わ
る
も
の
(
辛
↓
宰
中
の
よ
う
に
部
首
と
成
り
得
る
形
に
関
し
て
、
同
じ
種
類
の
部
首
だ
と
分
か
る
範
囲
内
で
黒
川
本
の
方
が
画
数

の
少
な
い
形
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
旧
字
体
と
常
用
漢
字
(
新
字
体
)
の
関
係
に
あ
り
、
(
来
↓
来
)
の
よ
う
に
前
田
本
の
方
が
旧
字

体
を
使
っ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
た
。

前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
「
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

九
九
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[表
3
]

C 

点
画
の
向
き
・
角
度
・
位
置
が
変
わ
る
も
の

需 +羽 持市 H 各 iιte る対勿 オ:i. 売4 拘
台t込、d 玄

来ト tβ 9ふ 与Z話ト J、品T凶4 王 守わ 乙 灼 'b一- 」白

11/オl ?ウ4 I141 才オ3 E 3オ3
H守オオS6 

13オ2 10ウ3 13オ7 5オl 3才2 12ウl
11;f7 Eオ2 2ウ5 10ウ3 Eウ5 10ヲE 4才千 2ヲ4 10オ6

場 ナ'1J
失笑

政. 均す 4i メ.l-ーオ~ 時A持‘ す ー国ムー・

呈ヵ てカ 勿L ぷ舟 ぷ、、 J主 ~t 締 .;r--:伊"・

Ifオ>r2 Eウ74 /I4I ウウ5 I 
10ウ2 2ウ4 14ウ2 5オ4 10ウ4 11/才6 4ウ7 dzz 10ウ平

守 g 5ウ F ヲ5 Zウl /1ウ6 4オ5 Eウ6 11ウ3 4'1"2 10;(6 Eク6

活 4A大- 攻 勉 丹三
す長均月

枚 オ号 オ白 P安子 与さ

担.元え7特 租 初乙 抵、 Jも L真 実
言ナ

45 ウウ6 6 6 ウウ7 11/-ウ5 4 オウ2 10ウZ If'JJ!. 2才7 12t1 11オ34 5ウ5 5オl βウ2

575 1175 3'71 rゥ5 守ウ3 2オ6 ?ウ7 ?オ 4ウJ 4才3 /1オ2

福 11そ .，己 内 持参 任 事え オ堂 情 4埼戦i意
FZ 

イ6ヲ才iウ安4 2 

4己 f1-舟~ 点王 -:5:え イ在 イ苛 イ委?郵 -へーA‘-J A' -

16ウ51 /176 7ウ4 E 才ヲ6 /1オ2 10才7 10オワ 12ウ6 6ウ4 4ウ6 13オE
13オ ?ウ5 EオZ ワ 6 7才3 rヮ3 FウJ 10ウl 5ウ/ 平オ2 10ウ7

手良也、忌泊枇 米長 符七 埋ま オ各 鼻議 身ま 署戸・、
秋口比忌 ir¥l-fl拡 安各 イ弘 」韮 4害、 美~~ 勇永 'ま
3オ721 'zオ6112オ316ウヂ 11/-オl 6才l 111'/ 13オ3 10オq 4ウ6 5オI 12オ3
Hzl6オ211d才1 5ウ11 1/オ6 5オ7 ?昔5 10ウ千 2ウ3 4オ2 Jf ~4 10オ3

用
例
数
は
二
七

O
組
で
全
体
の
お
・

2
%を
占
め
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
言
偏
や
ウ
冠
の
上
の
点
が
離
れ
て
い
る
も
の

の
上
の
部
分
の
形
が
変
わ
る
も
の
乙
↓
げ
)
、
手
偏
の
三
画
目
の
書
か
れ
る
向
き
が
変
わ
る
も
の
(
オ
↓
之
、
支
緯
の
一
面
目
の
向
き
が
変

(
ム
↓
-
一
〕
、
魚
偏



わ
る
も
の
(
矢
↓
文
)
、
列
火
の
一
画
日
の
点
の
向
き
が
変
わ
る
も
の
(
山
↓
川
)
な
ど
の
よ
う
に
細
か
い
点
画
の
位
置
や
向
き
に
関
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
同
じ
特
徴
を
も
っ
漢
字
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

画
の
長
さ
だ
け
変
わ
る
も
の

[表
4
]

D 

① 

画
が
長
く
な
る
も
の

五五 長 Oul 
長 }'L 

10オgl 
F才

者、
職ε

タl 

劣 身九 y 
6ウ5

JIO3才ウ千5 1f4/ Iウ25ウ3 ウ5

n; 、身量 ifir 
づな 担 .JOp 
7オ3 13 ウオ6 /1ウ3
5ウE 1077 ?ウ3

?封 4奏 iえ
ロ南 手真 明山え
4ウ5

43 才才E 1 6ウ5
4オl 5ウ3

主主 ~ 耳え

i芝 R真耳又
10ウZ デオ3 HI  
F ・H 5ウ7 5ウ5

② 

画
が
短
く
な
る
も
の

渇 f海
を去?場 僧ョ

2ウ3 4 ウウl 
2オE 37' 

碕 旬3
同目支萱

j埼 者自
l/ウ3 10オ4 6 ヰ才4 
3ウ7 Fウl，13 

ヰと 怠 靖;
も 命ト J干合

lsO ゥヴ4 1M2 
Eオマ

i主信ト 島

J! 佑下
22 l?l1オ32 

Sみ
層岩 場

海

議|4才5
3ウ3 5オ7

③ 

画
が
長
く
な
る
部
分
と
短
く
な
る
部
分
と
両
方
あ
る
も
の

末
永
州
問
一
議
遠
山
川
一
志
志
附
州
一
件
伊
路
帝
市
川
川

用
例
数
は
一
八
一
組
で
全
体
の
日
・

9
%を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
、
画
の
長
さ
が
長
く
な
る
も
の
か
部
組
で
あ
り
、
画
の
長
さ
が
短
く
な

前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

四
O 
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る
も
の
が
回
組
で
あ
り
、
長
く
な
る
部
分
と
短
く
な
る
部
分
と
が
両
方
あ
る
も
の
が
日
組
で
あ
る
。
画
の
長
さ
が
長
く
な
る
も
の
の
中
で
は
、

(
夕
↓
之
、
(
耳
↓
耳
て
(
万
↓
力
)
(
幸
↓
幸
)
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
画
の
長
さ
が
短
く
な
る
も
の
の
中
で
は
、
?
一
五
↓
宣
)
、
(
餅
↓
飴
)
、

(
骨
↓
母
)
(
島
↓
島
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
長
く
な
る
部
分
と
短
く
な
る
部
分
と
が
両
方
あ
る
も
の
の
中
で
は
、
(
未
↓
末
)
、
(
長
↓
士
凶

の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

[表
5
]

E 

そ
の
他

敦
款
問
山
一
偽
倒
的
相
川
一
靖
北
町
川
町
一
番
尋
問
一
も
弘
知

用
例
数
は
二
八
組
で
全
体
の
2
・
9
%を
占
め
る
。
画
数
が
変
わ
ら
な
い
も
の
の
中
で
、
単
に
点
画
の
位
置
や
方
向
や
長
さ
の
違
い
だ
け

で
は
前
田
本
と
黒
川
本
の
字
体
の
差
異
を
説
明
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
(
交
↓
方
)
、
(
綜
↓
能
)
(
留
↓
ρ
包
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
前
田
本
と
比
較
し
て
、
黒
川
本
の
漢
字
字
体
の
半
数
近
く
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
差
異
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次

に
、
同
じ
江
戸
時
代
の
転
写
本
で
あ
る
『
蒙
求
」
の
、
親
本
と
比
較
し
た
漢
字
字
体
の
差
異
の
特
徴
を
示
し
、
江
戸
時
代
の
転
写
本
の
漢
字

字
体
の
特
徴
と
言
い
得
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
と
し
た
。

五
、
『
蒙
求
」
の
漢
字
字
体
と
の
比
較

院
政
期
写
本
『
蒙
求
』
と
、
こ
れ
を
直
接
の
親
本
と
し
て
転
写
さ
れ
た
江
戸
後
期
写
本
『
蒙
求
」
の
漢
字
字
体
を
比
較
し
た
結
果
、
二
本

の
字
体
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
全
用
例
字
数
一
二

O
八
組
の
中
で
三

O
九
組
(
お
・

6
%
)
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
『
色
葉
字
類
抄
』
に
お
い
て
み
ら
れ
た
字
体
の
差
異
の
特
徴
の
中
で
『
蒙
求
」
に
も
見
出
せ
る
差
異
の
特
徴
を
以
下
に
挙
げ
、

求
」
の
漢
字
字
体
の
用
例
と
そ
の
所
在
を
示
す
。

『
由
来



[表
6
]

『
色
葉
字
類
抄
』
の
差
異
の
特
徴
と
一
致
す
る
「
蒙
求
』
の
差
異
の
特
徴

C C B B B B B A A A A A A A 
令、

f員

オ 長 キ
ー

ノー 1:1. 、 b →+ t 一平 オ まえ

す
る

/、 才 ::z I ~L キ よ 士士 文JIー、 手 ネ
部

え 分

退去 返オ天板i主翠飛
長長

タえ岐 j¥ Jごデざ元t筑t韮裾 31 rtH~財皆 司

i墨公 i韮扶坂 1、E2i 挙飛 zえ止え試Jごさ夫 機ーイ無裾 51 箱根げ皆 家;t~ 
目』

川 2311/ 153 n 2 I 9 130 57 27/ 34 2/ 52 131/- 84 70 70 2'i0 57 2 の

:す字占実. 

キ太 採t卒 4長伏木 j長 枚持

オ定 採才卒 オ義-次床 F長 枚才易
14主
巴

Plr 
2"" 263 151 1/0 m 84 102 11~ 5 if-

( ド上

生臼豆 オ合祈 透 ねドオ椋春
;.I: 宇拘‘

五院
ノ日~、 才合祈 透 相ド 期高

121 166 152 103 6'1 57 
7Z写~ 
とあ2下

前
田
本
「
色
葉
字
類
抄
』
と
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

四

O
三
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4日、ヒヒ 1士、よ」 ']生z工ラ 4メ2 1場A主粛普文J皮書包
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195 135 7 
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以
上
の
よ
う
に
お
組
の
差
異
の
特
徴
に
つ
い
て
は
『
色
葉
字
類
抄
」
と
『
蒙
求
』
と
に
一
致
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

E
U
↓
志
」
「
遊

↓
埴
」
「
義
↓
義
」
「
失
↓
文
」
は
全
く
同
一
の
字
に
関
し
て
同
一
の
差
異
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
よ
り
も
前
に
書
か

れ
た
写
本
を
も
と
に
江
戸
時
代
の
人
物
が
書
き
写
し
た
転
写
本
に
、
同
じ
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
単
に
一

人
の
人
物
の
個
人
的
な
書
き
癖
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
多
く
の
人
達
に
と
っ
て
の
共
通
す
る
書
く
べ
き
漢
字
字
体
の
特
徴
を
表
し
て
い
る

と
言
え
る
。

六
、
ま
と
め

鎌
倉
初
期
書
写
の
前
田
本
『
色
葉
字
類
抄
」
と
江
戸
中
期
書
写
の
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
と
の
伊
部
の
対
応
す
る
箇
所
に
見
出
し
漢
字

と
し
て
記
載
さ
れ
た
漢
字
の
字
体
を
比
較
し
た
結
果
、
全
用
例
字
数
一
六
九
六
字
の
う
ち
、
七
八
六
字
(
必
・
3
%
)
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。



黒
川
本
は
、
前
田
本
と
の
聞
に
別
の
写
本
を
経
た
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
差
異
の
す
べ
て
が
江
戸
時
代
の

書
写
者
に
よ
る
書
き
換
え
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
国
語
辞
書
の
見
出
し
漢
字
と
い
う
、
辞
書
の
使
用
者
の
規
範
と
な
る
べ
き
字

体
に
つ
い
て
、
半
数
近
く
も
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
同
じ
差
異
の
特
徴
が
複
数
の
種
類
の
漢
字
に
見
出
さ
れ
る
場
合
や
、
江
戸
時
代
の
転
写
本
で
あ
る
『
蒙
求
』
に
も
同
じ
特
徴
が
み

ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
書
く
べ
き
字
体
の
規
範
が
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
江
戸
時
代
中
期
ま
で
の
五
百
年
間
に
変
化
し
た
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。今

後
は
漢
字
字
体
の
歴
史
的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
今
回
の
調
査
で
得
た
差
異
の
特
徴
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
、
書

写
年
次
の
異
な
る
複
数
の
資
料
に
お
け
る
字
体
の
様
相
を
調
べ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
お
げ
る
字
体
変
化
の
理
由
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
江
戸
時
代
に
成
立
し
書
写
さ
れ
た
写
本
の
字
体
の
調
査
や
、
版
本
と
写
本
の
字
体
の
比
較
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
、
『
色
葉
字
類
抄
』
全
体
と
い
う
視
点
か
ら
漢
字
字
体
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

‘迂(1) 

(
2
)
 

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
集
号
3

昭
和
必
年
3
月
を
参
考
に
し
た
。

山
田
俊
雄
「
漢
字
字
体
の
史
的
変
遷
の
問
題
と
そ
の
一
方
向
」
国
語
学

η
昭
和
日
年
3
月

山
田
俊
雄
「
漢
字
手
写
の
場
合
の
字
形
の
変
遷
に
つ
い
て
|
|
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
を
資
料
と
す
る
調
査
の
方
法
と
そ
の
概
略
|
」
成
城
国
文
学
論
集
1

和
日
年
日
月

佐
藤
稔
「
〈
所
〉
〈
仏
〉
〈
原
〉
|
|
上
代
に
お
け
る
漢
字
の
字
形
|
|
」
国
語
学
研
究
H

昭
和
叩
年
3
月

佐
藤
稔
「
漢
字
字
形
の
史
的
把
握
|
|
「
般
若
心
経
」
に
よ
る
試
み
|
|
」
国
語
学
山
昭
和
田
年
9
月

な
ど
の
先
行
研
究
を
参
考
に
し
た
。

(
3
)

「
字
体
」
に
つ
い
て
は
私
に
次
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
と
す
る
。
紙
な
ど
の
上
に
見
ら
れ
る
具
体
的
で
個
別
的
な
字
の
形
を
研
究
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
る
た
め
に
、
線
の
太
さ
や
字
の
濃
さ
・
大
き
さ
な
ど
を
抽
象
化
し
て
、
点
や
線
の
つ
な
が
り
や
曲
折
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
形
と
し
て
と
ら

え
直
し
た
も
の
を
「
字
体
」
と
呼
ぶ
。

(
4
)

山
田
孝
雄
「
色
菜
字
類
抄
孜
略
』
西
東
吉
一
局

昭

昭
和
3
年
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

前
田
本
「
色
菜
字
額
抄
」
と
m一
…
川
本
『
色
菜
字
類
抄
』
の
漢
字
字
体
の
差
異
に
つ
い
て

四

O
五



鎌

倉

時

代

語

研

究

四
O
六

中
田
祝
夫
・
峰
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
本
文
索
引
編
』
風
間
書
房

啓
『
色
葉
字
類
抄
漢
字
索
引
一

1
八
』
私
家
版
昭
和
4
年

1MM年
を
使
用
し
た
。

(5)

池
田
利
夫
解
題
・
築
島
裕
訓
点
解
題
『
蒙
求
古
註
集
成
上
巻
・
下
巻
』
汲
古
書
院
昭
和
田
年
・
平
成
1
年
の
影
印
本
を
使
用
し
、
解
説
を
参
考

に
し
た
。

付
記本

稿
は
、
平
成
六
年
度
第
十
九
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
、
小
林

芳
規
先
生
を
初
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
年
の
影
印
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
島
田
友


